
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢 先 案 内 
県立鏡が丘特別支援学校  

進路だより 4 号 

2021 年 7 月号 

前期就業体験 

 高等部において、6月 28 日～7月 16 日の日程で前期就業体験が行われています（夏休み中も予

定）。当初の予定から 1 ヶ月近く延期となり生徒達もモチベーションを保つことが大変だったと

思います。各家庭のご協力もありスムーズに行われています。 

普段とは異なる環境の中で、それぞれの成長が見られました。就労移行事業所では、農作物の

収穫、弁当作り（詰め作業）、リサイクル作業。自立生活センターでは、スーパーへ買い物、調理

実習、路線バスを利用しての外出などを体験し、実習後の話をする表情は笑顔であふれていまし

た。 

生活介護事業所では、初めて会う支援者から食事や着替え、排泄等の支援を落ち着いて受けられ

ることも大きな進歩です。 

 早々に届いた事業所からの評価では、「大きな声での挨拶」「時間への意識」「報告や連絡」に関

して、まだ不十分であるとの評価があがってきています。これは高等部の生徒に限ったことでは

なく、小学部からの習慣が大切です。日頃から意識して取り組んでいきましょう。ご家庭でも対

応をお願いします。 長い夏休み、「できそうなこと」が「できること」になる時間になるといい

ですね。素敵な夏休みを、お過ごしください！  成長した姿を楽しみにしています！！ 

※夏休みの就業体験も予定しています。保護者のみなさま、ご協力お願いいたします 


